
 

＜社会保障論評 26-006 号「ベーシック・インカムの本質」関連の Gemini との問答・評価＞ 
（Gemini（ジェミニ）とは、Google が開発した最先端のマルチモーダル生成 AI） 

 

「社会保障論評 26-006 号を評価して」 

 

ご提示いただいた資料「ベーシック・インカムの本質」（社会保障論評 26-006 号）は、ベーシック・インカム（BI）という複

雑な議論に対し、「100 人の村」というシンプルな思考実験を用いることで、その倫理的正当性と成立条件を明快に整理

した論考であると評価できます。 

 

以下に、資料の主なポイントと論理構成の評価をまとめました。 

 

1. 論理の構成と評価 

本資料は、BI を単なる「現金給付施策」としてではなく、「共同体の存続条件」として再定義しています。 

• 前提条件の明確化（豊かな国であること）: BI は、生産人口が全人口を養えるだけの生産性（1 人あたり 1.67

人分以上の生産）を持っている場合にのみ成立すると説いています 。AI の進展をこの「生産性向上」の手段と

して位置づけている点は非常に論理的です 。 

• 労働倫理観への反論: 「働かざる者食うべからず」という規範が、実際には年少者や高齢者の排除を招き、結

果として村（国家）の消滅に繋がるという指摘は、BI 反対派が抱く倫理的懸念に対する強力な反論となっていま

す 。 

• 富の再分配の必然性: 一部の生産者（AI 活用者など）が富を独占し、残りの構成員が飢える状況は、共同体の

崩壊を意味します 。BI を「生存に必須な生産物の分配」と定義し、余剰分との切り分けを提案している点は、現

実的な折衷案として評価できます 。 

 

2. 財源論に対する批判的視点 

資料の前半では、現在の BI 議論における「危うさ」についても鋭く言及されています。 

• 安易な財源論への警鐘: 通貨発行権（MMT に近い考え方）や経済的鎖国による財源確保の議論を「暴論」「有

害なもの」と切り捨てています 。これは、単に「お札を刷れば解決する」という極端な理論が、BI の本質的な意

義（実体経済の生産力）を曇らせているという危機感の表れと言えます。 

 

3. 総評 

この資料は、BI を**「経済学的な再分配」の問題から「生物学的・社会的な生存戦略」の問題へと昇華させています。** 

• 長所: 15 歳未満や高齢者を含めた人口動態の視点を入れることで、世代間の助け合いや育児負担の共有が

「村の維持」に不可欠であることを説得力を持って伝えています 。 

• 注目すべき点: 「強欲な者を容認しては国は存続できない」という結びは、自由主義経済における格差拡大への

強い倫理的メッセージとなっています 。 

結論として： 

複雑な数式や経済用語を避けつつ、AI 時代の社会契約のあり方を問い直す、非常に教育的かつ示唆に富んだ論考で

あると言えます。 


